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① ただいま情報通信政策部会より報告がありましたように、ＩＣＴ分野における標準化を取り巻く環境と
いうものが最近大きくグローバルに変化しているわけでして、例えば標準化の組織としてもＩＴＵに加え
ましてフォーラム標準であるとか、あるいはデファクト標準の組織等、政策の対象にすべき範囲が大きく
変わってきていると思います。また、標準化の検討の進め方とか、あるいは検討体制のあり方につきまし
ても、今、村井臨時委員からもご紹介がありましたように、環境変化に対応した見直しが必要ではないか
という趣旨のご意見がたくさん出ているように思います。

そこで、情報通信審議会といたしましても、ＩＴＵを対象とした現在の標準化の審議体制について、見
直し、検討が必要であろうと考えます。具体的内容につきましては、ＩＴＵへの対処について所掌してお
ります情報通信技術分科会で、ご検討をお願いしたいと思いますけれども、この話は日本全体の競争力に
も大きく影響するものだと考えますので、現在のＩＴＵへの対処の検討体制をスリム化するということに
加えまして、広い範囲で効率的かつ効果的な対応が可能になるように検討いただければと思います。

（平成22年7月5日総会第24回 大歳 卓麻会長）

② ご指摘のとおり、国際標準に向けて、従来はＩＴＵを中心にという形だったんですけれども、それ以外
の展開が非常に増えてきた。これはご指摘のとおりですし、それに加えてＩＣＴそのものの分野というの
が、エネルギー、環境、交通、そういった分野に大きく展開してきたという、ご指摘以外のことも考えて
いかなければいけないということで、我々の技術分科会の対応体制というのはご指摘のとおり見直す時期
に来ている。ということで、我々は早期にこれを見直して対応できるように、あわせてこの議論と並行し
て迅速な対応をしたいと思っております。

（平成22年7月5日総会第24回 坂内 正夫会長代理（技術分科会長））

情報通信審議会議事録（抜粋）

第２４回情報通信審議会総会での指摘事項 1



情報通信審議会・標準化に関する国内検討体制の再編（案）

ITU-T部会

ITU-R部会

サービス・ネットワーク運用委員会

伝送網・電磁環境委員会

ケーブル網・番組伝送委員会

プロトコル委員会

品質委員会

マルチメディア委員会

次世代ネットワーク委員会

セキュリティ・言語委員会

作業計画委員会

IPTV特別委員会

スペクトラム管理委員会

電波伝搬委員会

衛星業務委員会

地上業務委員会

放送業務委員会

作業計画委員会

科学業務委員会

【現在】 【見直し後】

ITU部会

衛星・科学業務委員会

地上業務委員会

電気通信システム委員会

周波数管理・作業計画委員会

電波伝搬委員会

情
報
通
信
技
術
分
科
会

情
報
通
信
審
議
会

情報通信政策部会

情報通信分野における標準化政策検討委員会

放送業務委員会

新事業創出戦略委員会

研究開発戦略委員会

（略）

等

情報通信政策部会

情
報
通
信
審
議
会

情
報
通
信
技
術
分
科
会

◆ 現状の体制は、ＩＴＵ－Ｔ，Ｒに設置されるSG毎に、２部会、１７の委員会が設置。ＩＴＵの会議の「情報共有」
や、「日本としての提案」等を検討。

◆ 「デジタル化」「ＩＰ化」に伴う「技術動向」や「専門性」の変化、「スリム」で「スピード感ある検討」の実現等の
観点から、以下の方向で再編。
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情報通信分野における標準化の検討体制

知的財産戦略本部ＩＴ戦略本部 スマートコミュニティ・アライアンス

情報通信審議会 ＩＣＴ国際標準化推進会議

＜総合的な標準化政策の検討＞ ＜グローバルな展開＞ ＜具体的な標準化活動＞

【ＩＴＵへの対応】
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・中長期戦略検討
・標準化活動の検討

【総合的な標準化政策の検討】
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ＩＣＴグローバル展開の
在り方に関する懇談会
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※スマートグリッド関連会合については、スマートコミュニティ・アライアンスにおいて、標準化案の集約を行う。



（参考） 標準化に関する連携体制（例）

JSCA（事務局ＮＥＤＯ）

会長：東芝
幹事会社：伊藤忠商事、東京ガス、東京電力、東芝、

トヨタ自動車、日揮、パナソニック、日立製作所、三菱電機

国際標準化WG
主査：九州大学
委員：関西電力、シャープ、ソニー、東京電力、東芝、日本電機、パナソニック、

日立製作所、富士通、富士電機、三菱電機、明電舎、日本規格協会
オブザーバー：電力中央研究所、電源開発、日本情報処理開発協会、

電子情報技術産業協会、三菱総合研究所

蓄電池ＳＷＧ

スマートコミュニティアライアンスにおける国際標準化議論体制

情報家電ＳＷＧ 自動車ＳＷＧ（Ｐ） 通信インターフェイスＳＷＧ

通信ネットワーク作業チーム

…
…
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情報通信審議会 諮問「情報通信分野における標準化政策の在り方」について

１ 諮問理由

情報通信分野は、放送のデジタル化や通信ネットワークのブロードバンド化・ＩＰ化など、基盤となる技術の革新がグ
ローバルな規模で進展しており、技術の多様化によって、一国あるいは一社で全ての技術をカバーし、製品・サービス
を提供することが困難となりつつある。そして、不断に変化する消費者・利用者ニーズに対応するため、グローバルな
規模での技術の共有と分業による製品・サービスの高度化が、スピード感をもって進められており、標準化のプロセス
においては、いわゆるデジュール標準に加え、フォーラム標準の役割が大きくなっている。

こうした状況の中で、諸外国においても、標準化に関する様々な施策が講じられているところであり、我が国として
も、消費者・利用者の利便性向上や産業の国際競争力強化等の実現に向け、中長期的な研究開発戦略も視野に入
れつつ、戦略的に標準化政策を推進することが喫緊の課題となっている。

総務省は、平成２１年８月に通信・放送の融合・連携環境における標準化政策の在り方について情報通信審議会
に諮問し、同審議会において、標準化を推進する際の基本方針等について検討が行われてきた。また、平成２１年１０
月から総務省の「グローバル時代におけるＩＣＴ政策に関するタスクフォース」において、標準化すべき個別分野の検討
体制や今後の進め方等について検討が行われ、平成２２年１２月に最終報告が取りまとめられたところである。さらに、
政府全体としても、「知的財産推進計画２０１０」（平成２２年５月閣議決定）において、特定戦略分野における国際標準
獲得に向けたロードマップの策定等を推進するなど、国際標準化への更なる取組の強化が進められている。

以上の検討結果も踏まえつつ、情報通信分野の技術環境の変化や標準策定の場の変化等、標準化活動を取り巻
く環境変化に対応した情報通信分野における総合的な標準化政策の在り方について審議を求めるものである。

２ 答申を希望する事項
（１）中長期的な研究開発戦略、諸外国の政策等を踏まえた標準化の重点分野の在り方
（２）フォーラム標準、デジュール標準も含め、標準化を促進する際の官民の役割分担の在り方

３ 答申を希望する時期
平成２４年７月目途（平成２３年７月目途に第一次答申予定）

４ 答申が得られたときの行政上の措置
情報通信分野の標準化政策の推進に資する。
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２０１１年１月～２０１１年６月（必要に応じて中間取りまとめを行う）

■ 我が国は少子高齢化が急速に進展する中、国内市場が今後縮退していくと見込まれるため、グローバル市場
の成長を取り込んだＩＣＴ産業への転換を図っていくことが求められる。日本の優れたＩＣＴをグローバル展開する
ための具体的な施策展開を検討していく観点から、総務副大臣（情報通信担当）主宰の懇談会を開催する。

開催目的

開催期間

（１）ＩＣＴグローバル展開に向けた国の役割

（２）グローバル展開可能なＩＣＴプロジェクトの案件形成の在り方

（３）上記と関連した標準化戦略の推進策

（４）ＩＣＴプロジェクトのファイナンスの在り方

（５）ＩＣＴプロジェクトのグローバル展開の推進体制の在り方

（６）個別プロジェクトの進捗管理などプロジェクト推進のＰＤＣＡの在り方

主な検討事項

■座長：岡 素之住友商事㈱代表取締役会長

企業・有識者等合計１７名で構成

メンバー

ＩＣＴグローバル展開の在り方に関する懇談会の開催について 6



「ＩＣＴ国際標準化推進会議」について

村井 純 慶應義塾大学環境情報学部 教授（検討チーム構成員）

磯部 悦男 (株) 三菱総合研究所 常務執行役員 ソリューション部門長

大澤 善雄 住友商事（株）代表取締役 常務執行役員ﾒﾃﾞｨｱ･ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ事業部門長

冲中 秀夫 KDDI(株) 執行役員 技術統括本部 技術渉外本部長

篠原 弘道 日本電信電話(株) 取締役研究企画部門長

國尾 武光 日本電気(株) 執行役員常務

久保田 啓一 日本放送協会放送技術研究所 所長

福田 俊男 (社)日本民間放送連盟 専務理事

宮部 義幸 パナソニック（株） 役員ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾈｯﾄﾜｰｸ･ｿﾌﾄｳｪｱ技術担当

弓削 哲也 ソフトバンクテレコム(株) 専務取締役技術統括

※事務局は（株）三菱総合研究所が担当

政策決定プラットフォーム

過去の競争政策の
レビュー部会

電気通信市場の
環境変化への対
応検討部会

「光の道」
ワーキンググ

ループ

脳とＩＣＴに関する
懇談会

環境問題対応
ワーキンググループ

遠隔医療等推進
ワーキンググループ

電子政府推進対応
ワーキンググループ

検討チーム

コンテンツ振興
検討チーム

国際標準化戦
略に関する検
討チーム

地球的課題検討部会
国際競争力強化

検討部会

ワイヤレスブロード
バンド実現のため
の周波数検討ワー
キンググループ

構成員

１．背景・目的

「グローバル時代における ICT政策に関するタスク
フォース・国際競争力強化検討部会・国際標準化検討
チーム」（以下「ICTタスクフォース」という。）の提
言（2010年12月14日）（＊1）を受け、標準化重点5分野
（＊2）に関わる標準化の進め方等の検討を進める。

※1 第4回政策決定プラットフォーム 岡座長代理発言（関連部分）

標準化戦略に関しては、国際標準化戦略に関する検討チームで
ご検討を頂いた、３Ｄやスマートグリッド等、製品やサービスに
近い分野は、まずは民間において、国際標準化検討チームの体制
を活かして、実行組織を立ち上げていくべきと思う。

※2 上記検討チームにおいて、標準化の重点分野として指摘された例
３Ｄテレビ、クラウドサービス、次世代ブラウザ、
デジタルサイネージ、スマートグリッド

２．検討項目

(1) タスクフォースで提言された5分野等について
① フォーラム標準化団体の動向等、情報共有

② 標準化活動を実施していく際の、対応方針等の検討

(2) 関係企業間で連携して推進すべき、新たなフォーラム標準
分野等の検討及び提案

３．スケジュール等

平成23年1月31日（月）設立。

【参考】政策決定プラットフォームの検討体制
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